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【指標結果に対する分析の強化】
「暮らしやすい環境が形成されていると感
じている人の割合」が減少傾向なのは、心

の中で不安を感じている人が
増えているのかもしれない。
内部要因と外部要因に分類し
た分析をすべきである。

第６次高浜市総合計画推進会議③
中期基本計画「平成27年度の取組みに対する評価」が提出されました！

～「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして～

　総合計画推進会議では、中期基本計画（平成26〜29年度）に掲げる11目標
の達成状況といった行政内部の点検・検証内容に対し、高浜市をよりよいまち
にしていくためにはどうしたらよいか、目標の達成に向けて改善すべき課題や
今後の取組みにつながるアイデアなどについて、意見交換を行ってきました。
　８月23日開催の第４回会議では、これまでの意見内容をとりまとめ、中川
幾郎会長（帝塚山大学名誉教授）から吉岡市長へ「中期基本計画　平成27年度
の取組みに対する評価」の冊子が手渡されました。
　行政では、この評価結果を今後の取組みの見直しなどにいかしていきます。

◆総合計画推進会議は傍聴可能です。
◆ 総合計画や総合計画推進会議の詳しい内容は、市公式

ホームページのトップページのバナー「第６次高浜市
総合計画」をクリック

【情報発信の強化を！】
情報の提供が市内だけに留まっていると感じる。市はこ
んな施策に取り組んでいるということを、あらゆる媒体
を活用しながら外に向けても広く周知するなど、きめ細
かい情報発信をお願いしたい。

【若い世代に対するアクションを】
若い世代、特に10代は敏感に感受する。
彼らが感じていることは５
〜10年後に実現していく
ことであるため、若い世代
に対するアクションがほし
い。

【部局間の横のつながり強化】
目標達成に向けた今後の施策
を考えるにあたっては、部局
をこえた横の連携を密にはか
ることが大切である。

【つながりを意識した取組みを】
いろんな施策が行われるなかで、やっ
たら終わりではなく、そ
こに関わった人たちがス
テップアップして次にも
関わってくれるよう、つな
がりを丁寧に持つことが
大切である。

問合せ先　市総合政策グループ　☎ 52-1111（内線 365）
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次回の推進会議の予定
と　き　11月15日（火）
　　　　午後７時～８時30分
ところ　市役所　４階会議室
推進会議から提出された「平成27年度の取組
みに対する評価」を、平成28年度に実行中の事
業や平成29年度事業案（予算案）にどのように
反映するか、見直し・改善策などを発表します。


